
※中コミセンは、中コミュニティセンターの略

※

　

７
月
１
日
採
用
予
定
の
市
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
職
種　

保
健
師
（
２
人
程
度
）

□
締
め
切
り　

４
月
２８
日
㈭

（
郵
送
は
４
月
２６
日
㈫
消
印
有
効
）

□
１
次
試
験　

▽
と
き
＝
５
月
２１

日
㈯
　
▽
と
こ
ろ
＝
市
役
所
会
議

棟□
２
次
試
験　

６
月
中
旬
（
１
次

試
験
合
格
者
に
通
知
）

□
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
備
え

付
け
の
職
員
採
用
試
験
申
込
書
に

①
住
民
票
②
卒
業
証
明
書
③
成
績

証
明
書
④
資
格
・
免
許
の
写
し
⑤

写
真
⑥
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
―
を

添
え
て
申
し
込
む
。

※
卒
業
証
明
書
及
び
成
績
証
明
書

が
申
し
込
み
の
際
に
提
出
で
き
な

い
場
合
は
、
一
次
試
験
受
験
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
定
型
外
角

２
封
筒
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
案
内
、
職
員
採
用
試
験
申
込

書
は
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp

://w
w

w
.c

ity
.e

n
a.g

ifu
.jp

/

）
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
職
員
係
（
内

線
３
０
４
）

　　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
に
、

タ
ク
シ
ー
基
本
料
を
助
成
す
る
の

で
そ
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
内
容　

１
人
当
た
り
年
間
１
冊

（
４８
枚
つ
づ
り
）
乗
車
１
回
に
つ

き
基
本
料
金
相
当
額
を
助
成
。

□
利
用
期
間　

来
年
３
月
３１
日
ま

で□
対
象　

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
の
手
帳
が
あ
る
方
②
じ

ん
臓
機
能
障
が
い
１
級
か
ら
３
級

で
人
工
透
析
の
た
め
、
定
期
的
な

通
院
を
必
要
と
す
る
方
③
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
手
帳
が
あ
る
方
④
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
が

あ
る
方

※
①
③
④
の
方
に
つ
い
て
、
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん

□
持
ち
物　

印
鑑
、
該
当
の
手
帳

　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
５
）、
南
部
５
振
興
事
務
所

募
集　本年４月からファミリー・サポート・

センター事業の運営が、ＮＰＯ法人みん

なで子育てドロップスに変わりました。

　これまで行ってきた困ったときのお子

さんの預かりや送迎などのサポート事業

に加えて、急にお子さんの世話が必要な

場合や病児・病後児のお世話などにも対

応できるようになりました。

　ファミサポセンターの事務局をこども

元気プラザ内から、次のとおり変更して

います。

□住所　大井町２０５-１（駅前中央通り

元イシグレ写真店２階）

□開設時間　月曜日～金曜日午前９時～

午後５時（祝祭日、年末年始を除く）

　　みんなで子育てドロップス志２５-７１

２１

ファミ・サポの事務所が移転

祝大正百年　大正浪漫シンポジウム in 名古屋大会・ ・

　

生
活
の
中
で
の
身
近
な
課
題
を

取
り
上
げ
て
、
一
緒
に
勉
強
し
ま

せ
ん
か
。

□
と
き　

毎
月
第
２
火
曜
日
午
前

９
時
半
―
１１
時

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン

□
主
な
活
動　

・
ア
ク
リ
ル
た
わ

し
作
り
・
市
政
の
仕
組
み
と
現
状

（
市
議
会
の
傍
聴
）・
施
設
見
学（
市

内
の
工
場
見
学
）・
廃
油
せ
っ
け

ん
作
り
・
焼
肉
の
タ
レ
作
り
・
恵

那
の
歴
史
を
巡
る　

□
料
金　

１
０
０
０
円
／
年

　
　
　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
４
１
）

　

市
民
評
価
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
委
員
会
で
は
、
事
業
の
理
解

を
深
め
評
価
を
行
い
、
今
後
の
方

針
や
改
善
案
を
提
言
し
ま
す
。

□
定
員　

若
干
名

□
任
期　

２
年

□
対
象　

１８
歳
以
上
で
市
内
在
住

の
方

□
報
酬　

３
０
０
０
円
／
回

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
職
業
⑤
電
話
番
号
⑥

応
募
理
由
（
４
０
０
字
程
度
）
―

を
任
意
の
様
式
に
明
記
の
上
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

４
月
１８
日
㈪

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
企
画
課
（
内
線
３
３

２
）

　

将
来
、
医
師
と
し
て
東
濃
地
域

の
指
定
医
療
機
関
に
従
事
す
る
意

志
が
あ
る
方
で
、
貸
付
資
金
が
修

学
上
必
要
な
方
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象　

４
月
１
日
の
時
点
で
医

学
部
学
生
、
医
学
部
大
学
院
生
及

び
医
師
で
臨
床
研
修
、
専
門
研
修

を
受
け
て
い
る
方
か
受
け
よ
う
と

す
る
方
。

□
定
員　

５
人
程
度

□
金
額　

▽
修
学
又
は
研
修
期
間

中
の
方
＝
月
額
２０
万
円
（
年
額
２

４
０
万
円
）
　

▽
大
学
入
学
時
＝
６０

万
円
（
一
回
限
り
）

□
期
間　

▽
大
学
生
奨
学
資
金
＝

正
規
の
修
学
期
間
（
６
年
間
を
限

度
）
▽
大
学
院
生
奨
学
資
金
＝
正

規
の
修
学
期
間（
４
年
間
を
限
度
）

▽
研
修
資
金
＝
５
年
間
を
限
度

□
申
し
込
み
方
法　

貸
付
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
東
濃
西
部

広
域
行
政
事
務
組
合
へ
提
出
。

※
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
組
合
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://to

n
o

-s

e
ib

u
.o

rg
/syo

u
g

aku
kin

/in
d

e
x.

h
tm

l

）
で
確
認
で
き
ま
す

□
締
め
切
り　

５
月
２０
日
㈮
必
着

　
　
　
　

東
濃
西
部
広
域
行
政
事

組
総
務
企
画
課 

（
鈴
木
）
志
０
５

７
２
―
２
３
―
１
１
１
１
（
内
線

４
８
９
）、
病
院
管
理
課
志
４
３

―
１
２
６
５

　

ジ
ョ
イ
セ
ブ
ン
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
成
人
病
基
本
検
診

の
助
成
や
各
種
優
待
な
ど
福
利
厚

生
事
業
が
充
実
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
割
引
協
定
施
設
と
し
て

提
携
い
た
だ
け
る
地
元
商
店
や
飲

食
店
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

□
料
金　

▽
月
額
＝
６
０
０
円
／

人　

▽
入
会
金
＝
１
０
０
０
円
／

人
（
事
業
所
が
負
担
） 

□
対
象　

市
内
と
中
津
川
市
の
中

小
企
業
や
個
人
事
業
所
。 

※
加
入
は
事
業
所
単
位
で
す 

　
　
　
　

ジ
ョ
イ
セ
ブ
ン
事
務
局

志
０
５
７
３
―
６
５
―
１
１
７
７

募
集

義
援
金

□
義
援
金
箱
の
設
置
場
所　

・
市
役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
、
各
振

興
事
務
所
、
市
中
央
図
書
館
、
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
郵
便
振
替

・
窓
口　

郵
便
局

・
口
座
番
号　

０
０
１
４
０
―
８

―
５
０
７ 

・
口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
東

北
関
東
大
震
災
義
援
金　

・
取
扱
期
間　

９
月
３０
日
㈮

※
通
信
欄
に
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
窓
口
で
取
り
扱
い
の
場
合

は
、
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

郵
便
窓
口
で
受
け
取
っ
た
半
券

（
受
領
証
）
は
、
免
税
証
明
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
の
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い

□
銀
行
の
振
り
込
み

・
口
座
番
号　

①
三
井
住
友
銀
行　

銀
座
支
店（
普
）

８
０
４
７
６
７
０　

②
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　

東
京

公
務
部
（
普
）
０
０
２
８
７
０
６

・
口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社（
ニ

ホ
ン
セ
キ
ジ
ュ
ウ
ジ
シ
ャ
）

※
同
じ
銀
行
内
（
本
支
店
間
）
で

の
振
り
込
み
の
場
合
は
、
手
数
料

は
免
除
さ
れ
ま
す
。
１０
万
円
を
超

え
る
義
援
金
を
現
金
で
送
金
す
る

際
は
、
本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
、
国

民
年
金
手
帳
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

で
確
認
さ
れ
ま
す

【
共
通
】

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
３
）

東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
に
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

多
く
の
方
々
や
ご
家
族
の
方
に
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

申
・
問

　大正時代を振り返り、現代に役立

つものを探す大正百年事業。この節

目に、１００歳になる日野原重明氏を

迎え、名古屋市でシンポジウムを開

催します。参加希望の方は、往復は

がきに必要事項を記入して、応募く

ださい。

□とき　６月５日㈰ 午後２時開演

□ところ　名古屋国際会議場白鳥ホ

ール（名古屋市熱田区熱田）

□基調講演　「明治・大正・昭和に

わたり百歳を迎える私の生き方」

□講師　日野原重明氏（聖路加国際

病院名誉院長）　

□締め切り　４月２０日㈬（当日消印

有効）

□応募方法　往復はがきで申し込む。

（応募者多数の場合は抽選とし、５

月上旬に返信はがきで通知します）

　　〒５０９-７２９２（住所不要）観光

交流室（内線５３２）

▲幼児の健康を支援

保
健
師
の
市
職
員

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
利
用
者

申
・
問

問

申
・
問

問

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

資
金
の
利
用
者

市
の
仕
事
を
評
価
す
る
市

民
評
価
委
員

申
・
問

暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
る

生
活
学
校
の
会
員

企
業
の
福
利
厚
生
を
支
援

ジ
ョ
イ
セ
ブ
ン
の
会
員

申
・
問

申
・
問

問

※はがき１枚で１人の申
し込みとなります

【
記
載
例
】
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次
の
２
地
区
で
、
地
籍
調
査
の

登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。
市
内
の

地
籍
調
査
の
登
記
完
了
面
積
は
、

１
３
３
・
８０
平
方
㌔
と
な
り
、
完

了
率
は
２９
・
６
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

【
上
矢
作
町
下
地
区
】

□
範
囲　

上
矢
作
町
下
の
一
部

□
調
査
面
積　

０
・
６９
平
方
㌔

□
調
査
筆
数　

１
０
７
４
筆

□
登
記
完
了
日　

１
月
２２
日

【
上
矢
作
町
漆
原
地
区
】

□
範
囲　

上
矢
作
町
漆
原
の
一
部

□
調
査
面
積　

０
・
６９
平
方
㌔

□
調
査
筆
数　

１
１
５
１
筆

□
登
記
完
了
日　

３
月
４
日

　
　

地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１

　

坂
折
棚
田
保
存
会
が
、
農
業
農

村
整
備
事
業
広
報
大
賞
の
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
村
で
の
各
種
広
報

活
動
で
特
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体

に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
東
京
都

千
代
田
区
の
科
学
技
術
館
で
２
月

２４
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、
地
域
の
特
色
で
あ

る
石
積
み
を
活
用
し
た
石
積
み
塾

を
開
催
し
て
、
技
術
の
伝
承
を
し

た
り
、
坂
折
棚
田
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
棚
田
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
石
積
み
塾
な

ど
の
こ
れ
ま
で
の
棚
田
の
景
観
保

案
内

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。希
望
の
方
は
、

工
事
の
着
手
前
に
、
窓
口
で
相
談

く
だ
さ
い
。

□
受
付
開
始
日　

５
月
２
日
㈪

□
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
。

・
市
内
に
住
民
登
録
か
外
国
人
登

録
し
て
い
る
方　

・
申
請
す
る
住
宅
に
居
住
の
方　

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

□
対
象
工
事　

①
戸
建
て
住
宅

で
、
費
用
が
１０
万
円
以
上
の
未
着

手
工
事
で
あ
る
こ
と
。
１２
月
３１
日

ま
で
に
完
了
す
る
工
事
で
あ
る
こ

と
②
外
構
工
事
や
増
改
築
を
伴
わ

な
い
工
事
で
あ
る
こ
と

※
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
窓

口
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

□
助
成
額　

工
事
費
の
１０
分
の
１

で
、
１０
万
円
が
上
限
（
１
世
帯
、

１
住
宅
で
１
回
限
り
）

□
そ
の
他　

着
手
前
に
申
請
書
を

提
出
し
、
交
付
決
定
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

都
市
整
備
課
（
内
線
２

３
３
）　

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
市
内

事
業
者
が
請
け
負
っ
た
場
合
、
本

年
度
に
限
り
、
１
㌔
㍗
当
り
１
万

円
の
補
助
金
を
加
算
し
ま
す
。

□
受
付
開
始
日　

４
月
１
日
㈮

□
対
象　

新
た
に
自
ら
居
住
す
る

市
内
の
住
宅
に
設
置
す
る
方
。

□
対
象
の
シ
ス
テ
ム　

最
大
出
力

値
１０
㌔
㍗
以
下
、
設
置
価
格
が
１

㌔
㍗
当
り
６５
万
円
以
下
の
シ
ス
テ

ム
で
、
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を

す
る
未
使
用
の
も
の
。

□
補
助
額　

最
大
出
力
値
に
５
万

円
を
乗
じ
た
金
額
（
上
限
４
㌔

㍗
）。
市
内
事
業
者
（
市
内
に
本

店
が
有
る
法
人
、
１
年
以
上
継
続

し
て
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
個

人
事
業
者
）
が
請
け
負
っ
た
場
合

は
１
万
円
を
上
乗
せ
ま
す
。

□
そ
の
他　

同
シ
ス
テ
ム
の
設
置

着
工
前
に
、
補
助
金
交
付
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

　　

５０
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

資
料
館
で
、
琴
の
演
奏
と
抹
茶
を

振
る
舞
い
ま
す
。

□
と
き　

４
月
２４
日
㈰
午
前
１０
時

―
午
後
３
時
（
抹
茶
は
、
な
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室
と
母
屋

□
そ
の
他　

大
人
２
０
０
円
、
小

中
高
生
１
０
０
円
の
入
館
料
が
必

要
で
す
。

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

案
内

開館１０周年記念

春季特別企画展

　「行書東海道」の魅力はなんといっても、全国各地の名

物が豊富に描かれている点です。江戸時代の旅模様がたっ

ぷり味わえる「行書東海道」の魅力を紹介します。

４月３日㈰、５月１日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無
料です。当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください）

中山道広重美術友の会（３,０００円）に入会いただくと企画展・

特別企画展を無料で、何度でもご覧いただけます

　　  中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重

（田中コレクション）

「東海道五十三次

之内池鯉鮒」

　行政提案型の協働事業のパートナーを募

集します。

　行政だけでは解決できないことを、市民

や市民活動団体などと協働で行うことに

よって、効果が上がると考えられる事業を

設定しました。

　次の六つの協働事業を、一緒に行いませ

んか。

□対象　市内で活動するボランティア団

体、市民活動団体、ＮＰＯ法人、自治会、

企業、まちづくりに意欲のある個人など

□申し込み方法　まちづくり推進課と各振

興事務所にある応募用紙に記入し申し込

む。市ウェブサイト（http://www.city.ena.

lg.jp/）からもご覧できます。

□受け付け　随時

※協議をしながら、受け付けます

　　まちづくり推進課（内線６３８）

　「小梅」から立ち上がってき

た女性画の分野は、江戸時代

の美人画からの流れです。

林氏が描く少女、女性の横顔

などに、広重作品と通い合う

余情の美の世界が広がります。

「儚夢（ろまん）」

行書東海道展

□
対
象　

公
共
下
水
道
と
特
定
環

境
保
全
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

の
処
理
区
域
外
の
方

※ 

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
済

や
着
工
済
み
の
方
、
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
る
方
や
販
売
目
的
の

住
宅
は
対
象
外
で
す
。

□
補
助
額　

専
用
住
宅
は
、
次
の

額
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

▽
５
人
槽
＝
５８
万
２
０
０
０
円　

▽
７
人
槽
＝
６６
万
４
０
０
０
円　

▽
１０
人
槽
＝
７９
万
８
０
０
０
円

※
専
用
住
宅
を
市
内
業
者
で
施
工

し
た
場
合
は
、
補
助
額
に
３
万
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
着
工
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

　
　

上
下
水
道
課（
内
線
１
７
５
）

　

市
茶
道
連
盟
と
琴
の
三
社
中
に

協
力
い
た
だ
き
、
中
山
道
ひ
し
屋

紹
介

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　

本
紙
３
月
１５
日
号
４
㌻
の

「
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員

を
募
集
」
の
記
事
で
、
明
智
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
電
話
番
号
を

５
６
―
４
５
６
０
と
記
載
し
ま

し
た
が
、
５
４
―
４
５
６
０
の

誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

　
　

市
体
育
連
盟
志
２
５
―
６

４
７
８

　

本
紙
３
月
１５
日
号
１４
㌻
の

「
土
地
と
家
屋
の
価
格
な
ど
を

縦
覧
し
ま
す
」
の
縦
覧
期
間
を

４
月
２８
日
ま
で
と
記
載
し
ま
し

た
が
、
５
月
２
日
㈪
ま
で
の
誤

り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

　
　

税
務
課
（
内
線
５
１
０
）

　

本
紙
３
月
１
日
号
１０
ペ
ー
ジ

の
「
声
」
で
、
総
合
計
画
後
期

計
画
の
概
要
版
を
４
月
１
日
号

と
同
時
に
配
布
と
掲
載
し
ま
し

た
が
、
都
合
に
よ
り
４
月
１５
日

号
と
同
時
に
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
２
）

【六つの協働事業】

問 問

全
に
つ
い
て
、
広
報
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
　

農
業
振
興
課（
内
線
５
４
５
）

　現代の浮世絵師　 画家・林静一展
「小梅ちゃん」から「赤色エレジー」まで

林静一 ▼

可知市長㊧と棚田保存会代表

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
の
助
成
を
加
算

ひ
し
屋
資
料
館
で
琴
の
演

奏
と
抹
茶
で
歓
待

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

に
補
助
を
加
算

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

の
一
部
を
助
成

上
矢
作
町
の
一
部
で
地
籍

調
査
の
登
記
が
完
了

坂
折
棚
田
保
存
会
が
広
報

大
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞

問

問

申
・
問

問

問 問

問

提案事業名 対象 担当課・連絡先

定住外国人さんをサポート 個人・団体 まちづくり推進課（内線６３８）

防災アカデミー二期生育成 団体 防災情報課（内線３１６）

男女共同参画の推進 団体 まちづくり推進課（内線６３８）

みんなで支える健康づくり 個人・団体 健康推進課（内線２２０）

出前講座の運営 団体 社会教育課志４３-２１１２（内線３４０）

応急手当等普及事業 団体 消防課志２６-０１１９（内線２３１）

行政提案型協働事業のパートナーを募集

申
・
問

問

問

問

▲会場となるひし屋資料館

13 122011.4.1 広報えな


